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     名義尺度のつげかえに対して不変な親近性に基づく主座標分析法
                  書痙データヘの適用
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    通する問題点の検討．また，災害発生に際して自主防災組織や学校等との連携対策の内容だと．
    調査地域は，秋田，宮城，群馬，東京，神奈川，静岡，兵庫，島根，長崎，熊本の10都県の全
    市町村で，近年災害を経験した地域や今後被災の可能性が高い地域．また，比較対照のため過

















                                   高 木 廣 文
K個の四分表があり，第后層での四分表の患者数と対照数をn尾，m尾，特定要因の各曝露者数をル，ル
